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ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた取組みと進捗について  

                         令和４年２月２日 
                             三沢市教育委員会 

１ 三沢市小中学校のＩＣＴ環境整備の現状 

(1)タブレット等整備状況 

国が目指す１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備すること

で、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が

一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現するための「ＧＩＧＡスクール構想」によ

り、当市も令和２年度に国の補助金を活用し、校内無線ＬＡＮ、学習用タブレット、大

型提示装置等の整備を完了。 

〇情報通信ネットワーク環境施設整備事業 

 文部科学省の補助金（公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業費補助金）

を活用し、市内小中学校１２校に無線 LAN の整備、充電保管庫及びアクセスポイント

の設置等を行った。 

 ・整備率：１００％ 

 ・事業費：１２０，１３２，２４０円 

（内、補助金５７，９８９，０００円） 

 ・整備内容：情報通信ネットワーク整備工事 一式 

       情報通信ネットワーク環境整備付帯工事 一式 

       情報技術環境整備事業光回線付帯工事 一式 
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〇情報機器整備事業 

 文部科学省の補助金（公立学校情報機器整備費補助金）及び地方創生臨時交付金を

活用し、市内小中学校１２校に学習用タブレット及び大型提示装置を整備、また、学習

用コンピュータ初期設定等の業務を行った。 

 ・整備率：１００％ 

 ・事業費：１９４，１８５，４２０円 

（内、補助金等１９３，２５６，０００円） 

 ・整備内容：備品購入 一式 

        タブレット ３，３４５台（小学校 2，177 台､中学校 1，168 台） 

        大型提示装置 ５８台（小学校 42 台､中学校 16 台） 

       学習用コンピュータ等設定業務 一式 

 

(2)ＩＣＴ支援員の配備状況 

 タブレット端末等のＩＣＴ機器を活用し、児童生徒の情報活用能力を育成するため、

効果的な授業構成等に係る指導や助言を行うＩＣＴ支援員を配置し、教職員のＩＣＴ活

用指導力及び児童生徒の学習意欲を向上させるため業務を委託している。 

 今年度は、国が推奨している４校に一人の配備に対し、当市では１２校に一人での対

応となっている。 
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２ 三沢市小中学校におけるＩＣＴ利活用について 

(1)授業での活用について 

全教科共通

の主な取組 

・写真・資料の提示 

・ロイロノートによる話合いや意見の共有 

・インターネットによる調べ学習 

・カメラ機能による学習活動の記録（録画・撮影・保存） 

・写真・動画記録による改善・試行錯誤 

・スライドショーによる発表活動 

・QR コードによる Web 資料の活用 

・動画編集ソフトによる動画や発表資料の作成 

・ワープロソフト、計算ソフト、プレゼンテーションソフトの活用 

・デジタル教科書の利用 

国 語 
・音読の録画・保存 

・漢字・ひらがな練習アプリ 

社 会 
・地図アプリの活用 

・ロイロノートを使った新聞づくり 

数 学 

算 数 

・グラフ、図形の作成 

・アニメーションの作成・提示 

理 科 

生 活 

・実験の撮影、振り返り、スロー再生、微速度撮影 

・動植物の観察記録 

英 語 
・フラッシュカードの作成 

・録画による発音や会話練習 

体 育 
・運動の動作撮影・分析・記録 

・動画視聴による見本の確認 

音 楽 
・音楽鑑賞 

・音声の保存 

技 術 

家 庭 

・プログラミング学習 

・見本となる動画の視聴 

図 工 

美 術 

・作品の鑑賞 

・作成過程の記録 

その他 

・生徒会・児童会（委員会）のお知らせ等の動画撮影 

・行事（文化祭や運動会）の練習・振り返り 

・ロイロノートを使ったアンケート、投票 

・リモート集会 

・校外学習の写真・インタビューの記録 
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【具体的な取組の様子】 
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(2)教員の研修状況等 
   ○第１回ＩＣＴ環境整備モデル校事業公開授業研修会 

開催日 令和３年６月３日（木）第一中学校（モデル校） 

概 要 iPad を使った公開授業（理科）を行った。授業では、ロイロノー

トを使ったアンケート集計、実験の説明動画、ワークシートの提

出、画面共有機能による話合い等を参観することができた。 

参加者 １５名 

研修の様子  

 

 

 

 

 

 

○令和３年度 三沢市小・中学校タブレット端末活用研修会  

開催日 令和３年８月５日（木）第三中学校 

概 要 市内小・中学校から各１名を講師として、授業での活用に係る実

践発表を行った。実際にタブレットを操作しながら発表を聞き、

授業での活用に対して理解を深めることができた。 

参加者 ３１名 

研修の様子  

 

 

 

 

 

 

○第２回ＩＣＴ環境整備モデル校事業公開授業研修会 

開催日 令和３年１１月９日（火）上久保小学校（モデル校） 

概 要 iPad を使った公開授業（国語）を行った。また、実践発表では、

校内での活用事例紹介の他、授業で活用できる無料のアプリの照

会を行った。 

参加者 １５名 

研修の様子  
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  ○その他の研修会 

  ・理科研修会（R3.7/28）・・・iPad 活用の実践発表、講義【参加１５名】 

  ・第１回 iPad 活用推進委員会（R3.7/13）・・・活用状況の情報交換【参加１２名】 

  ・第２回 iPad 活用推進委員会（R3.12/20）・・・活用状況の情報交換【参加１２名】 

 

 

３ 今後の課題と方向性について 

(1)ＩＣＴ機器の更新 

 ＩＣＴ機器の耐用年数について、以下に示す通り。 

（減価償却資産に係る耐用年数） 

・タブレット等端末機器：４年 

・サーバー類：５年 

・アクセスポイント・無線 LAN 等設備：１０年 

 〇課題と対策 

◆現在、更新に係る補助制度はなし。（文部科学省） 

◆新型コロナウイルス感染拡大に伴う世界的な半導体不足により、端末機器類が手 

に入りにくい状況。 

  

  ◇今後のＩＣＴ教育の動向を踏まえた、計画的な機器の更新。 

  ◇補助金（交付金）の活用及び新たな補助制度要望。 

  ◇タブレット更新に係る費用負担割合の検討。 

 
 
 



8 
 

 (2)オンライン学習の利活用 
今般の新型コロナウイルス感染症への対応の一つとしてのオンライン学習は、児童

生徒の安全を考慮し、感染拡大を防ぐことのできる点で大変有効であると考える。し

かし、実際に学校で行う授業を、児童生徒が家庭に居ながら進めることについては、

各家庭のインターネット接続状況、インターネット接続に用いる端末や回線の速度の

違い、児童生徒の反応を確かめながら授業を進めることができないなど、機器上の課

題が見受けられる。 

 

生徒指導上の課題として、東京都町田市ではタブレット端末に関わるいじめ事案が

あった。この事案では、学校が配布したタブレット端末で悪口がメール送信され、メ

ールを受けた小学校６年生の児童が遺書を残して自殺したものである。市内小・中学

校では、発達の段階に応じた情報モラル教育を行っているが、タブレット端末を持ち

帰ることによって大人の目が届きづらくなることや、使用する児童生徒の道徳性や人

間性がより一層求められることを考えると、持ち帰るための指導を今後も継続してい

く必要がある。 

 

負担増加の課題として、令和３年８月２４日付け東奥日報には、オンライン学習に

おける児童生徒・保護者の負担が増えたとの記事が掲載された。加えて、実際にオン

ラインで授業をすると教師の負担も増加する。 

 

三沢市教育委員会としては、オンライン学習のメリットは理解しつつも、機器的な

観点、生徒指導的な観点、児童生徒・保護者・教職員の負担増加の観点から、導入へ

の慎重な検討が必要であると考える。 

 

これらを踏まえ、今年度、タブレット端末をまずは学校の授業において活用するこ

とを目標として、教職員、児童生徒が使用した。４年度は、中学校と小学校の高学年

で持ち帰りの態勢を整え、少なくとも各校１回は持ち帰りの実践をし、課題をまとめ

ていきたい。この課題を踏まえながら、５年度は、非常時にタブレット型端末を使っ

たオンライン学習ができるように、準備を進めていきたい。 

 

 

 

 

 


